
学校経営方針と具現化のための取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育基本法 
学校教育法 
関係法規 
学習指導要領 

宮崎県教育基本方針 

たくましいからだ 豊かな心 すぐれた知性 

宮崎県教育振興基本計画 

諸塚村の教育に関する大綱 

学校経営ビジョン 
□かかわり、見守り、見届ける教育による自己肯定感

の向上 

□知・徳・体、調和のとれた生きる力の育成 

□保護者や地域に信頼される活気のある学校づくり 

学校経営の基本理念 
ふるさと諸塚に誇りをもち、夢や目標に向

かって努力し、たくましく生きる児童の育成を

めざす 

学校経営の基本方針 
〇 自己肯定感を高める教育の創造 

〇 全職員が一体となった組織的な教育活動 

〇 家庭や地域社会、関係機関等との連携・

協力 

学 校 教 育 目 標 

ふるさとを愛し、自ら学び、心豊かに たくましく生きる児童の育成 

めざす学校像 
○ 明るく楽しい学校 

○ 生き生きと活気のある学校 

○ 地域に愛され信頼される学校 

めざす児童像 

○ もろつかを愛する子ども 

○ つよく、やさしい子ども 

○ かんがえ、伝え合う子ども 

めざす教師像 
○ 一人一人を大切にする教師 

○ 自己研鑽に励む教師 

○ 信頼される教師 

 

 

～ 児童・職員共通のスローガン ～ 

学び続け、成長し続ける 諸塚小学校 

豊かな心の育成 

 

健康・安全の向上 家庭・地域との連携 特別支援教育の推進 

人
権
意
識
の
向
上 

・
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
醸
成 

・
互
い
に
認
め
合
い
、助
け
合
う
共
感
的
人
間
関
係
の
醸
成 

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着 

・
心
の
こ
も
っ
た
掃
除
の
推
進 

・
心
の
こ
も
っ
た
あ
い
さ
つ
の
推
進 

環
境
教
育
の
推
進 

・
み
ど
り
の
少
年
団
活
動
の
充
実 

・
ふ
る
さ
と
諸
塚
の
自
然
を
愛
す
る
教
育
の
推
進 

 体
力
向
上 

・
体
力
向
上
プ
ラ
ン
の
計
画
的
・
継
続
的
実
施 

望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成 

・
食
に
関
す
る
意
識
の
向
上 

健
康
の
保
持
増
進 

・
危
機
回
避
能
力
の
育
成 

・
歯
の
健
康
の
推
進 

  

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進 

・
地
域
を
愛
し
、地
域
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成 

・
地
域
や
自
分
に
夢
や
希
望
を
も
つ
児
童
の
育
成 

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進 

・
定
期
的
な
情
報
発
信
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
学
校
だ
よ
り
） 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
機
能
を
生
か
し
た
学
校
づ
く
り 

 

特
別
支
援
教
育
体
制
の
整
備
・
運
営 

・
特
別
支
援
教
育
の
視
点
を
生
か
し
た
授
業
、学
級
づ
く
り 

・
情
報
共
有
と
共
通
理
解 

保
護
者
や
地
域
、関
係
機
関
等
と
の
連
携 

・
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
体
制
の
整
備
、強
化 

・
保
護
者
や
地
域
に
よ
る
支
援
の
広
が
り 

保・幼・小・中学校との連携 

Ｍ・Ｃ・Ｉ学習の推進 

実践・評価 

学力・授業力向上 

 

授
業
改
善 

・
主
題
研
究
を
通
し
た
授
業
力
向
上
と
日
々
の
授
業
実
践 

・
児
童
が
「
分
か
っ
た
、で
き
た
」
と
感
じ
る
授
業
づ
く
り 

・
個
別
最
適
な
学
び
の
推
進 

学
力
向
上 

・
朝
の
時
間
の
効
果
的
活
用 

・
読
書
活
動
の
推
進  

・
学
習
調
査
等
の
分
析
結
果
を
生
か
し
た
授
業
づ
く
り 

  
 

学
校
評
価
職
員9

0

％ 

学
校
評
価
児
童9

0

％ 

学
校
評
価
職
員9

0

％ 

1
5

分
学
習
の
実
施 

読
書
量 

 
 

下
学
年2

0
0

冊 

上
学
年
一
万
頁 

Ｃ
Ｒ
Ｔ
全
国
比9

0

％ 

達成目標 

具体策 

学
校
評
価
児
童9

0

％ 

学
校
評
価
児
童9

0

％ 

実
施
後
の
意
識
調
査 

・
つ
ま
ず
き
の
想
定
と
手
立
て
に
よ
る
「
誰
も
が
参
加
で
き

る
学
習
の
場
・
居
場
所
」
づ
く
り 

・
個
へ
の
配
慮
の
確
認 

・
校
内
研
修
、・
エ
リ
ア
研
修
で
の
理
解
深
化 

・
エ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、行
政
、医
療
等
と
の
連
携 

・
周
囲
の
子
ど
も
へ
の
理
解 

・
家
庭
教
育
学
級
で
の
講
演
、地
域
で
の
講
演
会 

・
主
題
研
究
と
関
連
さ
せ
た
日
々
の
授
業
の
取
組 

・
主
題
研
究
と
関
連
さ
せ
た
授
業
実
践
と
ふ
り
か
え
り 

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
効
果
的
な
活
用 

・
朝
の
時
間
の
効
果
的
活
用 

朝
の
時
間
の
効
果
的
活
用 

・
図
書
室
の
利
用 

・
読
書
の
時
間
の
確
保 

・
学
習
調
査
等
の
結
果
分
析
と
重
点
的
な
指
導 

学
校
評
価
児
童9

0

％ 

学
校
評
価
職
員9

0

％ 

学
校
評
価
地
域9

0

％ 

学
校
評
価
児
童9

0

％ 

学
校
評
価
児
童9

0

％ 

・
個
を
大
切
に
す
る
学
級
経
営
、教
育
相
談
、観
察 

・
全
体
指
導
・
個
別
指
導 

・
共
通
指
導
と
徹
底 

・
家
庭
、地
域
で
の
実
践 

・
無
言
の
徹
底
、具
体
的
な
掃
除
の
仕
方
提
示 

・
小
中
連
携
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
を
核
に 

・
諸
塚
の
豊
か
な
自
然
の
価
値
を
子
ど
も
の
活
動
と
共 

 

に
地
域
へ
発
信 

・
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
、対
策
や
実
践
の
共
有 

・
弁
当
の
日
、食
育
な
ど
「
食
べ
る
喜
び
」
を
感
じ
る
指
導 

・
犯
罪
、交
通
安
全
、災
害
、暴
力
行
為
等
子
ど
も
に
考
え
さ 

せ
る
安
全
指
導 

・
村
規
模
で
の
意
識
の
向
上 

・
日
常
の
指
導 

  

体
力
賞
３
割 

学
校
評
価
児
童9

0

％ 

学
校
評
価
職
員9

0

％ 

学
校
評
価
職
員9

0

％ 

む
し
歯
治
療
率8

5

％ 

総
合
的
な
学
習
の
年
計
へ

反
映
と
実
践 

意
識
調
査9

0

％ 

学
校
評
価
保
護
者9

0

％ 

実
践 

・
地
域
を
知
る
、地
域
を
学
ぶ
学
習
か
ら
、地
域
に 

 

受
け
継
が
れ
て
い
る
よ
さ
を
学
び
、地
域
や
自
分
の 

 

将
来
に
つ
い
て
考
え
る
学
習 

・
定
期
的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
、学
校
・
学
級
だ
よ
り 

 

の
発
行
、交
流
会
の
計
画
・
積
極
的
な
参
加 

・
小
・
小
、小
・
中
連
携
で
の
取
組 

  

努力事項 

村の教育理念～15の春に向け 

□ふるさとのよさに誇りと愛情をもち、貢献しようとする児童 

□主体的、対話的に学ぶ児童 

□認め合い、助け合い、高め合う児童 

□心身共に健康な児童 

「学び続ける」 
① 主体的に取り組む 

② 知識・スキルを身に付ける 

③ 活用する 

「成長し続ける」 
① 前へ進む 

② 更に前へ進もうとする気持ち・態度 


